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14C年代測定と環境変化解明

中村俊夫*. * .志岐

Some problems in analyses of environmental changes 14C ages 

T oshio N AKAMURA¥Nobuyuki NAKAI** and Tsunemasa SHIKI**永

はじめに

海底や湖沼底の堆積物は，一般に，時間と

的に形成されており，過去の環境の変遷や人類活動の

記録が保存されている.これら

る手段として，

の方法が開発されてきている，本報では，

れている放射性核種を府いて，現在および過去の

堆積過程を調べる方法 (KRISHNASWAMIand LAL， 1978) 

について概観する.すなわち，堆積物中の放射性核種

さらにその鉛直分布から，①堆積物の堆積年代

の推定，②元素や核種が周囲の環境から

行するプロセス，③表層堆積物の生物撹苦しゃ物理作用

による上下混合，などに関する知見を得ることができ

る.

我々は，琵琶湖(中村ほか， 1986;中井ほか，

1986)，浜名湖(中村ほか， 1988)，ネパールのテイリ

ツオ湖 (NAKAMURAet al. ， 1989)，東京湾，駿河湾(志

岐ほか， 1989;中村ほか， 1989)などの表層堆積物，あ

るいは沖積堆積物について， 14C， 137CS， 210Pbなど(第

1表)の核種の濃度を測定し，上述の事項に関するヂ

タを蓄積しつつある@以下に，これまでに得られた結

果の概要を述べる.

堆積物の堆積年代の推定

堆積物の年代測定を行う に含ま宇
品
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第1表 放射性核撞とその特徴および採用した測定法

核種 半減期 起糠 測定法

14C 5730年宇宙線照射 加速器質量分析

核兵器実験 (Accelerator mass-
spectrometry) 

137CS 30.2年核兵器実験 γ線スペクトロメト

リー

210Pb 22.3年 222Rnの放射壊変系 γ線スペクトロメト

(ウラン系列) リー

214Pb 26.8分ウラン系列 γ~'7'f<スペクトロメト
ワー

どの植物片が見いだされる場合にはヲその14C年代は培

積物の堆積年代

の試料が見いだせな

回収して年代測定に用いざるを得ないが，この場合に

は，予想、される堆積年代よりかなり

が多い@

の14C濃度を澗定すると，それから算出される 14C年代

1 ， OOO~19 ， OOO yBPとかなり を示す.

ければ，見かけ上の14C年代備はより古くなる.もちろ

ん，古い有機態炭素の混入があっても，その割合が過

去において一定不変で、あったと仮定できれば，適切な

補正を行って，より正し を推定できる可能

性がある.しかし，この仮定が成立する

この仮定が成立しているか否かを
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で判断することは容易ではないと思われる.従って，

堆積物中の有機態炭素による 14C年代灘定舗は充分吟

味して用いるべきである.

ターピダイト泥の14C年代

に含まれる種々の炭素のな

を最もよく代表するか

どから合理的に判断すべき

かで，

を，

である事が明かとなった.

ついて，現代から100年程度前までの年代測

定では， 210Pb法がよく用いられる.地中から放出され

るガスである大気中のラドン(222Rn，ウラン系列の天

然放射性核穫に由来する)から，

て造られる 210Pbが堆積物の表面へ供給される. 100年

以上にわたって，ラドン起源の210Pbが堆積物へ一定の

割合で供給された場合，

布から堆積物の堆積年代が推定できる.210Pbの半減期

は約22年であるから， 210Pb濃震が表面の半分になる深

さの筒所が約22年前に形成された堆積物となる.しか

し，堆積物中の鉱物粒子は238U，226Raを含むため，堆

積物中には大気中のラドン起源以外の210Pbが合まれ

ている.その量は， 238U， 226Raの濃度に依存するが 214

Pb濃度から推定される.その量を，全210Pb濃度から差

し守|いて，大気中のラドン起源の210Pbfi210Pbexcessと

表わされる.この210Pbexce回濃度の鉛車分布から

代が推定される.

その他，核兵器実験起源の人工放射性核種137CS濃度

の地積物中での鉛直分布を，地上で観測された137CS

フォーノレアウト濃度の経年変化と比較して，堆積年代

を推定する方法もある.

放射性核穫の堆積物への移行

210Pb法により堆積年代が推定された につい

て 137CS濃度の鉛直分布とCsフォールアウト濃度の経

年変化を比較すると，両者の分布が著しく異なるとい

う結果が琵琶湖や浜名湖の表層堆積物で得られている@

この結果から，地表に蜂下した 137CSが陸上に比較的長

期間とどまり，徐々に湖沼底や海底堆積物中へ移持す

る過程が示唆される.また 137CSや210Pbの地表単位面

りの降下震と，単位底面積当りの堆積物柱内の存

在量を比較する事により，これらの核種の堆積物への

きる.少ないデータに基づく推察で

中村俊夫ほか 1990 

よるものと考えられる.

表層堆積物の撹乱

浜名湖の水深12m地点の表層堆積物では 210Pbexcess 

より，堆積物表面から深度約 6cmまでが撹

よく混合されていることが示された.

また，深度 7~12cmにわたって，洪水などのイベント

により他所にあった堆積物が運擁されて来て堆積した

可能性があることが， 14C， 137CS， 21OPbexcess， C， N 

どの鉛直分布から示唆されるこトー小

とがわかった.一方，琵琶湖北湖の水深70m地点の表層

られなかった.は，
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